
中国学科

a b c d e

授業科目の名称
単
位
数

履修開始
セメスター

中国語と中国文化 2 1 △ ◎ ◎ ○

英語と英米文化 2 1 △ ◎ ◎ ○

世界の言語と文化(朝鮮語)　 2 1 △ ◎ ○

世界の言語と文化(ベトナム語)　 2 1 △ ◎ ○

世界の言語と文化(フランス語)　 2 1 △ ◎ ○

世界の言語と文化(ドイツ語)　 2 1 △ ◎ ○

a b c d e f g

授業科目の名称
単
位
数

履修開始
セメスター

入門ゼミ 2 1 ◎ ○ ○

アカデミック・スキルズ 2 2 ○ ◎ △ ◎

中国語聴解1 2 3 ○ ◎ △

中国語聴解2 2 4 ○ ◎ △

中国語入門1 2 1 ◎ ○

中国語入門2 2 1 ◎ ○

中国語概論1 2 2 ◎ △

中国語概論2 2 2 ◎ △

中国語基礎演習1 2 3 ○ ◎

中国語基礎演習2 2 4 ○ ◎

中国思想史1 2 3 ◎ △

中国思想史2 2 4 ◎ △

中国学科発展ゼミ 2 3 ◎ ○ △

中国古典文学史1 2 3 ◎ △

中国古典文学史2 2 4 ◎ △

中国現代文学史1 2 3 ◎ △

中国現代文学史2 2 4 ◎ △

中国近現代史 2 3 ◎ △ △

漢語聴説実践 2 4 ○ ◎ △

現代名作導読 2 4 ○ ◎ △

古典名作導読 2 4 ◎ △

中国文学研究基礎1 2 3 ◎ △

中国文学研究基礎2 2 3 ○ ◎ △

中国思想研究基礎1 2 4 ◎ △

中国思想研究基礎2 2 4 ○ ◎ △

中国語作文 2 4 ○ △ ◎

HSK演習（基礎） 2 4 ◎ ○

中国語現地研修A 2 4 ○ ○ ◎ ○ △

中国語圏の文化と
異文化を相対的に
把握でき、国際社
会の中で相互理解
をすすめながら他
者と協働し社会貢
献する力を備えて
いる

系列区分

国際交流の場にお
いて、相互理解の
ために情報の受信
者あるいは発信者
として活動できる
一定の知識と能力
を身につけている

目的や目標をもっ
て生涯にわたり主
体的に学び続け、
修得した多様な能
力を統合し、他者
と協働しつつ活動
する意志と能力を
もっている

中国語に関する知
識と中国の社会や
文化に対する理解
を有し、相互理解
の立場に立ったコ
ミュニケーション
ができる

中国語圏に関する
幅広い知識をベー
スに、国際交流に
関わるさまざまな
問題に対処する能
力を身につけてい
る

海外研修や留学の
経験によって培わ
れた自主性と異文
化への理解力を、
国際交流の場にお
いて役立てること
ができる

以下のうち、いず
れか一つの力を身
につけている
①コミュニケー
ション系を選択し
た場合は、中・上
級程度の中国語運
用能力と表現力を
身につけている
②文献読解系を選
択した場合は、設
定したテーマにつ
いて調査した結果
をまとめ、これに
ついて自らの解釈
や論証が記述でき
る

中国語圏以外も含
めたさまざまな地
域の言語と文化の
関わりについて、
知識と見識を備え
ている

日本、中国、英語
圏の諸言語・諸文
化に関するそれぞ
れの専門領域にお
いて、深い知識と
理解力を身につけ
ている

専
門
科
目

学
部
基
幹
科
目

日本、中国、英語
圏の諸言語・諸文
化に関するそれぞ
れの専門領域にお
いて、テーマを設
定して自らの見解
をまとめることが
できる

選択した専門領域
以外の関連領域に
ついて、基礎的な
知識を身につけて
いる

系列区分

学部ディプロマ・ポリシー

学科ディプロマ・ポリシー

社会のさまざまな
事象について、建
学の理念によって
培われた倫理観に
基づいて判断を下
し、かつ修得した
知識を活用して社
会的責任を果たす
ことができる

専
門
科
目

学
科
基
礎
科
目
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中国学科

a b c d e f g

授業科目の名称
単
位
数

履修開始
セメスター

中国語圏の文化と
異文化を相対的に
把握でき、国際社
会の中で相互理解
をすすめながら他
者と協働し社会貢
献する力を備えて
いる

系列区分

目的や目標をもっ
て生涯にわたり主
体的に学び続け、
修得した多様な能
力を統合し、他者
と協働しつつ活動
する意志と能力を
もっている

中国語に関する知
識と中国の社会や
文化に対する理解
を有し、相互理解
の立場に立ったコ
ミュニケーション
ができる

中国語圏に関する
幅広い知識をベー
スに、国際交流に
関わるさまざまな
問題に対処する能
力を身につけてい
る

海外研修や留学の
経験によって培わ
れた自主性と異文
化への理解力を、
国際交流の場にお
いて役立てること
ができる

以下のうち、いず
れか一つの力を身
につけている
①コミュニケー
ション系を選択し
た場合は、中・上
級程度の中国語運
用能力と表現力を
身につけている
②文献読解系を選
択した場合は、設
定したテーマにつ
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をまとめ、これに
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や論証が記述でき
る

中国語圏以外も含
めたさまざまな地
域の言語と文化の
関わりについて、
知識と見識を備え
ている

学科ディプロマ・ポリシー

漢語会話演習（HSK5級）1 2 5 ○ △ ◎ △

漢語会話演習（HSK5級）2 2 5 ○ △ ◎ △

漢語会話演習（中検2級）1 2 5 ○ △ ◎ △

漢語会話演習（中検2級）2 2 5 ○ △ ◎ △

漢語会話演習（HSK6級）1 2 5 ○ △ ◎ △

漢語会話演習（HSK6級）2 2 5 ○ △ ◎ △

漢語表現法演習（演講）1 2 7 ○ ○ ◎ △

漢語表現法演習（演講）2 2 8 ○ ○ ◎ △

漢語表現法演習（聴力）1 2 5 ○ ○ ◎ △

漢語表現法演習（聴力）2 2 5 ○ ○ ◎ △

漢語表現法演習（会話）1 2 5 ○ ○ ◎ △

漢語表現法演習（会話）2 2 5 ○ ○ ◎ △

漢語現代文献演習（文学）1 2 5 △ ○ ◎ △

漢語現代文献演習（文学）2 2 5 △ ○ ◎ △

漢語現代文献演習（思想）1 2 5 △ ○ ◎ △

漢語現代文献演習（思想）2 2 5 △ ○ ◎ △

漢語現代文献演習（文化）1 2 5 △ ○ ◎ △

漢語現代文献演習（文化）2 2 5 △ ○ ◎ △

漢語現代文献演習（時事）1 2 5 △ ○ ◎ △

漢語現代文献演習（時事）2 2 5 △ ○ ◎ △

漢語古典文献演習（文学）1 2 5 △ ○ ◎ △

漢語古典文献演習（文学）2 2 5 △ ○ ◎ △

漢語古典文献演習（思想）1 2 5 △ ○ ◎ △

漢語古典文献演習（思想）2 2 5 △ ○ ◎ △

漢語古典文献演習（文化）1 2 5 △ ○ ◎ △

漢語古典文献演習（文化）2 2 5 △ ○ ◎ △

漢語古典文献演習（散文）1 2 5 △ ○ ◎ △

漢語古典文献演習（散文）2 2 5 △ ○ ◎ △

高級漢語聴説　 2 5 ○ ○ ◎ △

高級漢語閲読（現代）　 2 5 ○ ○ ◎ △

高級漢語閲読（古典） 2 5 ○ ○ ◎ △

中国語情報処理演習 2 6 ○ ◎ △ △ △

HSK演習（発展） 2 5 ○ ◎

中国語現地研修B 2 5 ○ ○ ◎ ○ △

卒業予備ゼミ 2 6 ○ ○ ◎ △ △

卒業研究ゼミ1 2 7 ○ ○ ◎ △ △

卒業研究ゼミ2 2 8 ○ ○ ◎ △ △

卒業論文　 6 8 ○ ○ ◎ △ △ △

卒業研究　 4 8 ○ ○ ◎ △ △ △

中国語学研究1 2 3 ◎ ○ △

中国語学研究2 2 3 ◎ ○ △

異文化理解「中国」1 2 3 ○ ◎ ○

異文化理解「中国」2 2 4 ○ ◎ ○

日中比較文化研究1 2 3 ◎ ◎ ○

日中比較文化研究2 2 3 ◎ ◎ ○

中国文化研究1 2 3 ○ ◎ ○

中国文化研究2 2 3 ○ ◎ ○

東北アジア史 2 4 ◎ △

東洋文化史 2 3 ◎ △

西洋文化史 2 4 ◎ △

専
門
科
目

学
科
専
攻
科
目

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
系

文
献
系

共
　
　
　
　
　
通

関
連
科
目
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中国学科

a b c d e f g

授業科目の名称
単
位
数

履修開始
セメスター
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以下のうち、いず
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た場合は、中・上
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用能力と表現力を
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ている

学科ディプロマ・ポリシー

東洋史特講（古代）1 2 3 ◎ △

東洋史特講（古代）2 2 4 ◎ △

東洋史特講（中世・近世）1 2 3 ◎ △

東洋史特講（中世・近世）2 2 4 ◎ △

東洋史特講（近代・現代）1 2 3 ◎ △

東洋史特講（近代・現代）2 2 4 ◎ △

書道1 2 1 ◎ △ △

書道2 2 2 ◎ △ △

漢文学1 2 3 ◎ △ △

漢文学2 2 4 ◎ △ △

漢文講読 2 2 ◎ △ △

仏教と文学 2 3 ◎ △ △

言語学概論1 2 3 ○ ○

言語学概論2 2 4 ○ ○

日本語学概論1 2 3 ○

日本語学概論2 2 4 ○

古典文法1 2 1 ○

古典文法2 2 2 ○

日本文学史1 2 3 ○ ○

日本文学史2 2 4 ○ ○

文学概論1 2 3 ○

文学概論2 2 4 ○

中国仏教史 2 2 △ ○ ○

浄土教史 2 3 △ ○ ○

専
門
科
目

関
連
科
目

3/3


